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論文内容の要旨
Expression of protein disulfide isomerase A3 and its 
clinicopathological association in gastric cancer


























terminal deoxynucleotidyl transferase dUTP nick-end labeling 法による陽性細胞割合と

















PDIA3-High の予後は有意に良好であった。病期別に見ると、病期 I では有意ではないもの
の PDIA3-High の予後は良好で、病期 II-IV では、PDIA3-High の予後は有意に良好であり、
5年生存率は PDIA3-High で 75%、PDIA3-Low が 27%であった。
2 胃癌培養細胞株における検討
胃癌培養細胞株においてPDIA3は、1株では発現がなく、2株で弱い発現を、1株で強い発
現を認め、ヒト胃癌組織と同様に発現強度に違いのあることが示された。MHC クラス I の発
現は、1 株で見られなかったものの、3 株で発現を認め、interferonの刺激で発現が増強し








用いた検討から、胃癌細胞において PDIA3 と MHC クラス Iが複合体を形成していることを初
めて明らかにした。PDIA3 を高発現する胃癌細胞では、効率的な腫瘍抗原の提示が行われ、
良好な予後の一因となっている可能性が考えられた。
結論
日本人の胃癌では、PDIA3 を高発現する胃癌の予後は良好であることが示され、PDIA3 が
胃癌の有用な予後因子となると考えられた。
